
化学物質管理に関する講習会

2025.6.4 10：30-12：00

理工学部６号館多目的セミナー室

医学部社会医学講座 市場正良



学生向け研修会目的
佐賀大学では，化学物質管理規程により化学物質管理
を行っている。

元になる法律は，毒劇法、労働安全衛生法、消防法な
ど。大学は，法令の順守や化学物質の危険から働く人
（学生含む）の健康を守る義務がある。

化学物質の使用者は，その有害性，危険性を知らなけ
ればならない。→リスクアセスメント

将来，就職する企業では同様のあるいはそれ以上の管
理が行われていることを知ろう。そうでなければ、あなた
達が管理体制を作らなければならない。

環境負荷の削減（大気，土壌）も考慮しなければならな
い。



主な関連法令
• 毒物劇物取締法
薬品庫施錠，毒劇物表示
⋆盗難防止

• 労働安全衛生法
設備，作業環境測定，健診，リスクアセスメント
⋆健康管理

• 消防法（危険物）
保管量
⋆火災防止
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＊有機溶剤 44種＝劇物＝危険物４類
第１種 毒性高く揮発しやすい 2種 発がん性10種 特化へ

第２種 アセトン，ヘキサン，メタノールなど35種

第３種 石油系混合溶剤 沸点２００以℃以下ガソリンなど7種

５％以上 ドラフト，健診，測定

＊特定化学物質(特化物） 発癌性物質等 75種≑劇物≑危険物

第1類 製造許可
第2類 クロロホルム ジクロロメタンなど
第3類 酸，アンモニア

１％以上 ドラフト，健診，測定，発がん物質は作業記録
30年保存

労働安全衛生法による化学物質分類



内容

１．化学物質の使用状況を知る 自身、研究室

CRISによる化学物質使用登録 集計

２．有害性，危険性を知る

リスクアセスメントの実施

クリエイトシンプル実習



１．化学物質の使用状況を知る

使用量 ↑

↓

気中濃度 ↑

↓

体内負荷量（経気道，経皮） ↑

↓

健康影響 ↑

使用量削減 低有害に変更

健康診断

濃度は低いか？ 作業環境測定

ドラフト 保護具

まず使用量を把握 CRIS



入庫（新規薬品の登録）

出庫（使用量の登録）

• 各研究室で薬品を登録し、サーバで一元管理を行う。
Chemical Registration Information System

薬品管理CRISの基本操作

①薬品ビンのバーコードをバーコードリーダで読込む

②管理用バーコードを発行

③管理用バーコードを薬品ビンに貼付 ① ② ③

①管理用バーコードをバーコードリーダで読込む

②使用量を入力する （※重量管理の場合のみ）

① ②

検索・集計

①薬品の使用履歴、使用量集計、在庫一覧

②ＰＲＴＲ、消防法などで指定の薬品集計

使用履歴
使用量集計
在庫一覧

島津トラステック

または番号入力

または番号記入



CRISホームページ
http://cris.med.saga-u.ac.jp/CRIS_v2_0/Login.aspx
総合分析実験センター環境安全部門のページにリンクがあります
（http://www.kankyoanzen.med.saga-u.ac.jp/）。

ログイン
⋆使用者のID

http://cris.med.saga-u.ac.jp/CRIS_v2_0/Login.aspx


ログイン後の画面
• ログインすると以下のスタート画面が出てきます。

購入時 使用時



検索⏎ 在庫一覧⏎

今研究室に何が
どれだけあるか

管理部署⏎
検索実行⏎

出力結果は
Excel変換可

在庫一覧



検索⏎ 使用履歴⏎
使用期間入力
2025/4/1 2025/5/31⏎
管理部署⏎
検索実行⏎

何を だれが いつ
どれだけ使用したか

出力結果は
Excel変換可

使用履歴



出力例
エクセル変換



使用履歴をExcel出力
誰が 何を どれだけ？
多数の場合は
ピボットテーブルでクロス集計





内容

１．化学物質の使用状況を知る

CRISによる化学物質使用登録 集計

２．有害性，危険性を知る

リスクアセスメントの実施

クリエイトシンプル実習



１）リスクアセスメントとは

•リスク（危険度）評価

•リスク低減措置実施

•化学物質の有害性と危険性は同じ？違う？
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１）リスクアセスメントとは

• 有害性と危険性

危険性（リスク）＝有害性（ハザード）ｘばく露量

有害性（ハザード） ＳＤＳ（安全データシート）から知る

ばく露量
物理化学的性質 揮発性 飛散性 SDSから
使用量
ドラフトの有無
保護具使用の有無 17



ネット検索
薬品名
SDS
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安全データシート（ＳＤＳ）
1化学物質及び会社情報
2危険有害性の要約
3組成および成分情報
4応急措置
5火災時の措置
6漏出時の措置
7取扱いおよび保管上の注意
8ばく露防止及び保護措置
9物理的および化学的性質
10安定性および反応性
11有害性情報
12環境影響情報
13廃棄上の注意
14輸送上の注意
15適用法令
16その他の情報

GHS



すでに義務化
令和5年から法令改正
対象物質増加
約2900

法令以外のものも含む
自律的管理



令和５年から



△ 法令が管理すべきものを決める
少量，低頻度でも作業環境測定，健診
規制外の物質は管理しない
有害性 危険性 考えない → その結果



（2012/7/11朝日新聞）

その後
特化則追加

後追いでいいか

行政に頼らず
自分で考えて！



リスクアセスメント実施準備

• 主に使用している物は？ CRISから検索 これから使用するもの？

• ＳＤＳはあるか？

• どれだけ？ 量 頻度 時間

• 設備は？ ドラフトなど

• 保護具使用？ 実験着, 手袋，眼鏡 マスク

• 理工系以外も？ 営業（輸送，保管） 日常生活（清掃，消毒など）



リスクアセスメントの方法例

• CREATE－SIMPLE （クリエイト・シンプル）の実際
Chemical Risk Easy Assessment Tool, 
Edited for Service Industry and Multiple workplaces

職場の安全サイト
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/kagaku_index.html
エクセルファイル（マクロあり） ver3.1    25/5
ネット必要ない

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/kagaku_index.html
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CREATE－SIMPLE （クリエイト・シンプル）

SDS

ランク
Ⅰ～Ⅳ危険



起動すると

英語あり
クリエイトシンプル起動



STEP2 使用物質選択 複数入力可

有害性情報
ばく露限界値

物理化学情報 自動入力 ＳＤＳ
で確認

STEP3 使用方法 量，頻度，設備，保護具

以上から推定ばく露濃度，経皮吸収量 推定

STEP4  リスクレベル
推定値とばく露限界値と比較し判定

Ⅰ～Ⅳリスク高い

STEP1 基本情報入力

3.1



3.1



選択



区分１（有害高）から４（有害低）
SDSと比較



•ばく露限界値
作業場の気中濃度がその値を上回ってはいけない

濃度基準値
日本産業衛生学会許容濃度
ACGIH（米） TWA
DFG（独） MAK

短時間濃度基準値，許容濃度，STEL Peak lim

8時間時間加重平均



•ｐｐｍ
part per million
１００万分の１
気体 １ｃｍ３／ｍ３

１ｍ
１ｍ

１ｍ

１％ 100分の1 =10000ppm



大量～極微量

はい いいえ

はい いいえ

30分～8時間

日/月 日/週

大きい 小さい

週１回未満 以上



小飛沫～肘から下

しない ～ 耐透過性

行っていない ～ 十分

室温 以上

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ



◼ Ⅰ作業環境は十分に良好です

◼ Ⅱ作業環境は良好です。

◼ Ⅲリスクを下げる対策を実施しましょう｡

◼ Ⅳ至急リスクを下げる対策を実施しましょう｡

◼ Ⅰ 推定ばく露上限＜限界値ｘ1/10

◼ Ⅱ 推定ばく露上限≦限界値

◼ Ⅲ 推定ばく露上限＞限界値

◼ Ⅳ 推定ばく露上限＞限界値ｘ10

◼

評価上の注意
SDS GHS分類 区分１（有害高）から４（有害低）
リスクレベル Ⅰ（リスク低）から Ⅳ（リスク高）リスクを判定

このⅢを下げたい



対策を検討
ⅢをⅡ以下にしたい

どこを変えるか？

換気レベル
BをDに



換気を改善し，推定ばく露が低下 リスク低下

200＜

200＞ ＞20

50＜

50＜



必要に応じて
推定でなく実測
作業環境測定
個人ばく露測定

総合分析実験センター
に相談

簡易測定は
自分でも

保護具
ドラフト点検



40

保護眼鏡
（ゴグル形，スペクタクル形，顔面保護具）

スペクタクル形ゴグル形 顔面保護具

研磨，切断，粉砕，めっき，化学分析など
飛散粒子，飛沫による目の保護 重要か

浮遊粒子
飛散

（ミドリ安全 https://gl.midori-sh.jp/）

４）保護具



４）ドラフト点検

• 年1回ドラフト自主検査

• 風速測定
機器は，管理室，総合分析実験センターで貸し出し

有機溶剤 0.4ｍ／sec 以上



３）特殊健康診断

• 有機溶剤，特定化学物質の使用量が多い教職員，学生は，特殊健
康診断を受診。半年ごと。

• 使用物質により項目が違う。問診で，使用物質，使用量，頻度が聞
かれる。

• 全学CRIS集計から，対象者選定し，研究室に確認する

• そのため，化学物質使用時は個人IDで，CRIS登録必要。



最後に
• リスクアセスメントをして、疑問を持ってください。

•臭いがすれば、濃度を測ろうと思ってください。
簡易な測定法があります。

• SDS,GHSを確認ください。表示ください。

•就職先での実践のための教育です。
先進企業での体験，後進企業での紹介

•質問は研究室の先生に。

• もっと知りたければ作業主任者受験ください
学内講習会？

健康影響、設備、保護具、法令12ｈ



質疑応答



アンケート協⼒のお願い
本⽇は講習会にご参加いただきありがとうございました。
今後の運営の参考にさせていただきますので、アンケートへのご協⼒をお願い
します。
お⼿数ですが、６⽉９⽇（⽉）１２時までに下記URLまたはQRコードからご
回答ください。

【アンケート】
＜https://forms.office.com/r/Pewz8c9b90＞

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=9S8ynt2-7EKkuMgIgbQquFUQQswXRbxEgMwDrN62G8RUNk1ETldKWTlCWDhJVERTRFFIMlc5OU9GUC4u&route=shorturl


本⽇の講習会資料および動画配信について
講習会で使⽤した講義資料および動画配信については下記のサイトから
視聴が可能です。
【環境安全衛⽣管理室ホームページ】

→化学物質管理に関する研修会・講習会
＜https://www.saga-u.ac.jp/esh/kensyu%20kousyu/kensyu%20kousyu.htm＞ｍ

※動画配信については６⽉中にアップロード予定です。

https://www.saga-u.ac.jp/esh/kensyu%20kousyu/kensyu%20kousyu.htm


【問い合わせ先】
環境安全衛⽣管理室
Tel ：0952-28-8202
Mail：esh@mail.admin.saga-u.ac.jp
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